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S20a 「すざく」衛星によるセイファート銀河NGC 4051の広帯域X線スペクト
ル変動の観測
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NGC 4051は近傍の狭輝線セイファート 1型銀河 (Narrow-Line Seyfert 1; NLS1) であり、X線で明るいことか
ら NLS1の性質を理解する上で重要な天体の一つである。X線強度は激しい変動を示し、AGNの示す X線強度
変動のメカニズムを理解する上でも手がかりとなるものである。
我々は「すざく」衛星によりNGC 4051を 2005年 11月 10日から 13 日にかけて 120 ksecの観測を行ない、40

keVまでのスペクトル形状の時間変動を初めてとらえた。観測中には最大で factor 5の激しい強度変動が見られ
た。平均フラックスは 2–10 keVで 9 × 10−12 erg s−1 cm−2で、過去の観測の明るい時期と暗い時期の中間程度
であった。今回の観測の明るい時間帯だけのスペクトルは、光子指数 1.7のべき関数、温度 0.12 keVの黒体放射
で表される軟X線超過成分、冷たい物質による反射成分、電離吸収体の組み合わせで表される 1型セイファート
の典型的なスペクトルであった。また、フラックスが小さいときは硬いスペクトルを示した。明るい状態と暗い
状態の差のスペクトルは光子指数 1.8 のべき関数と軟X線超過成分でよく表され、これらの成分が変動し、変動
しない反射成分との組み合わせで見かけのスペクトル形状が決まっていることがわかった。


